これ は 探偵小説に 限らない。 小説 を 書く 人 は 誰でも 

経験す ると ころであろう。 

如何なる 作家の 場合で も 小説の 中の 主人公 や 相手役、 

端役の 人物が 決定す るのと、 その 人物の 名前が 決定す 

るの は 殆んど 同時で は あるまい かと 思う。 

A とも B とも 名前 をき めな いで 書い て 行く 事 は、 

ちょっと 不可能の ように 考えられ るし、 単に 名前 だけ 

きめて、 性格 や 年齢、 身分まで を ハツ キリ させない ま 

ま 行き 当り バッ タリに 筋 を 運ぶ の は、 少々 乱暴で あり、 

危険で はない かと 考えられ るので、 些く とも 私な ど 

に は 到底 出来ない 芸当で ある。 



く。 創作 中の 人物の 名前 を 選む という 事 は、 吾 児の 名 

前 や、 自分の ペンネ— ムを附 ける よりも モット モット 

苦心す る ものである。 それ こそ 血のに じむ ほど 涙ぐま 

しい …… という 程で もない が、 相当の 神経衰弱に 価す 

る 苦心 を 要する もの …… という 事 だけ は 記憶して おい 

て 頂きたい。 

極端に 神経過敏 になって 来る と、 その 創作の 出来 不 

出来 は、 その 作 中に 活躍す る 人物の 名前の 選み 方 一 つ 

に 在る と 云っても いい。 いい 名前が 出来る と 思わず 筆 

が 進んで 筋が 面白く 変化して 来る。 「金色 夜叉」 の 妙 

ほと とギ. J す 

味 は 貫 一 、 お宮の 名前の 対照に 在る。 「不如帰」 の 生命 



は 川 島 武夫と 片岡浪 子の 八 字に よ つ て 永遠に 生きて い 

るの じ やない かとい つたよう な 気持に な つ て 来る の だ 

から 容易で ない。 

そんな 馬鹿な 事が …… と 笑いた くなる 人 はもう す こ 

し 先 を 読んで から 笑いた くな つても らいたい …… と 開 

き 直りた くなる 位、 作家に とって は 重大な 問題で ある 

と 思う。 

特に この 感が 深いの は 主人公の 名前で、 特に 探偵 小 

説の 場合に 於て、 そうで はない かと 思われる。 明智小 

五郎、 手 塚 竜 太、 帆村荘 六、 俵巌、 シャ アロック -ホ 



ル ムズ、 ァ ルセ ー ヌ. ルバン、 ルコック、 ソ ー ン ダイ 

ク、 エラ リ— .ク\ -— ン等々 の 名前 は、 単に その 名前 

が 紙面に 顔 を 出した だけで も 読者の 血 を 湧かす。 その 

ふうさ い 

人物の 風采 性格から、 その 服装まで もが 躍如と して 眼 

前に 浮み 上る。 朝 雲 を 破る 太陽の 如く、 深夜 を 掃 照す 

るサ— チラ イトの 如く、 全篇の 生気 を 一 挙に 躍動 させ 

初める の だから 大した ものである。 しかも、 ほかの 名 

前で は 絶対に 読者が 承知 しないの だから 作者 も 一 生懸 

命に なつ て 首 を ひねらざる を 得ない ので ある。 

名前 は 忘れた が 露西亜の 或る 作家 は、 作 中の 人物の 



探偵小説の 中で は、 昔風に 悪人と 善人と を 区別し な 

ければ ならない 場合が 非常に 多い。 ズット 昔 (今でも 

歌舞伎 なぞ) では 悪人の 人相が 悪く、 名前まで も 毒々 

しいが、 この頃で は …… 特に 探偵小説の 中で は …… 人 

相 の 柔和な 、 美しい 人物が 思い も かけぬ 大 悪党 だ つ た 

り、 札附の 前科者が 善人であった りしなければ ならな 

い 事が 多い の だから、 そんな 感じの 名前 を 最初から 考 

えてお く 必要が ある。 衷心から 気心の 優しそう な 名前 

の 人間が、 最後に 手錠 を かけられる ような 事 を 書く と、 

前に も 述べ たような 理由で 読者 は 何となく 欺む かれた 



責を 感ずる 事になる の だから ツイ 遠慮した くなる ので 

ある。 

こうして 種々 な 条件 を附 けて 来る と、 創作 人物の 名 

前なる もの は、 いい加減、 神経衰弱の タネになる もの 

である。 だから 私な ど は 今日まで 気に入った 名前ば か 

りで 一 篇を 創作した 場合 は 一 度 もない ので、 十中八九 

は、 いい加減な ところで 辛抱して 来た 場合が 非常に 多 

ヽ o 

レ 

無責任な ようで は あるが、 そんな 風に 考えて 徹底的 

に 神経衰弱が 静まる ところまで 満足し 得る 名前 を 発見 



読者に 対する 気兼ね や 何 かで、 無理に ほかの 名前に 改 

名させる と、 全然 別人の 感じに なって しまって 全体の 

筋から 書き直さなければ ならなくなる 事が 度々 である _ 

つまり 作者 は その 名前から 受ける 感じで 筋 を 運んで 行 

くもの らしい 事が、 ここに 於て ハツ キリと 自覚され る 

ので、 これ は 自分ば かりに 限った 事で は あるまい か、 

それとも 他の 作者に も 共通した 心理 現象であろう か 

時々 首 を ひね つてみ る 事が ある 位で ある。 

もう 一 つ 面白 いのは 主役と 端役と で 名前の 附け 方が 

違う， J とで ある。 



しの 有閑 令嬢ら しい 感じが する ので あるが、 しかし 万 

人が 万人、 そう 感ずる かどう か は 疑問で ある。 

全く 閉口す るの は 西洋人の 名前で ある。 外国人の 名 

前の 特徴なん か 外国語の 出来ない 私に と つ て は 全然 わ 

からない し、 M ん やその 名前に よって、 その 髪 毛 や 瞳 

の 色 を 想像させる ような 芸当 は 一 生涯 出来ない ものと 

諦ら めて いる。 

万 止む を 得ない 場合に は 世界 地図 を 開いて、 その 人 

間の 生れ 故郷の 地名 や、 附近の 地面の 発音の 特徴 を も 

じって 作る より ほかに 方法 を 知らないので、 こうして 
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